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私たちが使っていた電話は、公衆電話網を経由してます。　通話時間と距離により、従量制課金されてきました。電話料金を気にしながら電話をかけてきましたよね。近いところならまだそんなに電話代が気にならないですが、遠いところに電話をするには、電話料金が気になる～電話を話し終わったときは「ストレス解消」って感じですが、後から来る請求書を見てビックリ。 こんな経験ありませんか？ 　請求書の金額をみて、「電話代支払うくらいなら、洋服買えたのに・・・・」やってしまった。時は既に遅し・・・・
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IP電話はインターネットを経由する電話です。「声」をデータ-としてインターネット網を運んでいきます。
今まではNTTの回線だけを経由していましたが、IP電話はインターネット網を利用することにより、同じプロバイダ同士・提携プロバイダ同士の電話が無料になりました。だから、ずっと遠くの人と話しをしていても電話代が無料です。
また、海外電話もお安くなりました。 一般の加入電話もお安くかけれます。3分８円なのでマイラインよりお得！
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e-word辞典より ⇒ http://www.tdk.co.jp/eword 
IP電話の仕組み 

------------------------------------------------------------------------
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近頃よく聞くようになったIP電話は、音声をパケットという小さなデータに分割してインターネット回線などで送受信する仕組みの電話、いわゆる「インターネット電話」と呼ばれているものです。IPとはインターネット・プロトコルの略で、インターネット回線での通信規格のことで、これが音声をそのまま電話回線で送る従来の固定電話や携帯電話との大きな違いです。

かつてのIP電話は通話音声が遅れたり途切れることもありましたが、最近は音声データを優先的に送る技術の開発などで改善されています。
IP電話には①パソコンからパソコンにかけるタイプ、②パソコンから電話機にかけるタイプ、③電話機から電話機にかけるタイプなどがあります。中でも電話機から電話機にかけるタイプは従来の電話機にアダプタを取り付けるだけで手軽に使えるので、家庭にも広がりつつあります。さらに、企業での導入例も増えています。

IP電話のメリットとデメリット 

------------------------------------------------------------------------

IP電話の最大のメリットは通話料金です。常時接続のインターネットの料金が定額であるのと同様に、ブロードバンド回線を利用するIP電話も、ほとんどが通話時間や相手の距離にかかわらず料金が一定。また、IP電話ユーザ同士の通話は無料であることも多いのです。従来の電話がユーザごとに電話回線が割り当てられていたのに対し、IP電[image: image8.png]coo
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話は多人数でひとつの通信回線を利用できるなど通信回線の利用効率が高いので、低コストで運営できるのです。また、IP電話は各地の通信拠点をインターネットで結んでいるので、長距離通話になるほど割安感が得られます。 

固定電話や携帯電話には当たり前のように電話番号がついています。ところが、IP電話には電話番号がないので、固定電話からの電話が受けられなかったり、発信番号が非通知になってしまいます。今後、IP電話には「050」で始まる11桁の番号が割り当てられることになりましたが、実現には1年ほどかかるといわれています。また、2002年の時点ではFAXの送受信に対応しているIP電話もほとんどありません。 

IP電話はどこで使える？ 

------------------------------------------------------------------------

最近、街頭でIP電話加入のキャンペーンが盛んに行われています。IP電話を申し込むと通話音声をパケットデータに変換するVoIPアダプタがレンタルなどで渡されるので、回線工事終了後にこれを電話機に接続すればIP電話を使えるようになります。プロバイダ各社が続々とIP電話に参入してきているので、今後はさらに加入しやすくなるでしょう。ただし、IP電話を利用するにはADSLや光ファイバーなどの高速回線に接続していることが条件となります。この他、全国一律で低料金のサービスを提供している電話会社も、IP電話の技術を利用しています。また、IP電話の公衆電話を設置したファストフード店などもあります。使い方は従来の電話と同じで、相手の電話番号をダイヤルすれば通話できます。 

今後はモバイル版も登場 

------------------------------------------------------------------------

IP電話は通話音声を小さなデータに分割してインターネット回線で送受信しています。現在は固定電話からブロードバンドを利用していますが、携帯電話の通信速度が向上すれば、モバイル環境でIP電話を利用できるようになるでしょう。2002年は第三世代の携帯電話が出揃ったところですが、半年から1年後には高速データ送信が可能なサービスを開始する事業者もあります。昨今、街のあちこちに無線LANの基地局が増えています。この無線LANを利用してインターネットに接続し、携帯電話からIP電話を利用する試みもあります。近い将来、IP電話を利用できる携帯電話が登場すれば、「長電話をしてしまったので請求書が怖い」なんていうこともなくなるかもしれません。
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